
複数「標準時間帯」の社会

　米国シアトルを10年ぶりに訪ねた。多

目的だが、そのひとつは「サマータイム」

と通信・交通」の研究だ。ここ20年以

上、世界各地のサマータイムを調べてき

て、著作もかなり発表した。折しも、日

本でも北海道の一部でサマータイムを実

施し、本年度は昨年に倍する企業の参加

が認められる。私の理論は、「1 国1標

準時間」でなく、「１国マルチ標準時間」

論で、日本もそれにふさわしい。「まず

北海道から」は、理にかなっている。

　アラスカの州都ジュノーからシアトル

に入ると、緯度・経度が極端にちがうた

めタイムゾーン１時間の相違以上の実際

の昼夜時間の開きに驚かされる。アラス

カでは、通信・放送衛星へ向けたパラボ

ラ・アンテナは赤道を指して垂直にたっ

ている。アンテナの直径も数メートルと

大きい。それでも北緯50度くらいにな

ると、ＣＮＮはほとんど写らない。通信

回線は、別の方法をとらざるをえない（第

１図）。

　北米はロシアと接し、地理も複雑だか

ら、地上で生活している人の標準時間帯

（ＧＭＴ＝Greenwich Mean Time ）に、

時間をプラス・マイナスすれば、それほ

ど不自由はない。しかし移動体は簡単で

はない。船、列車、車、旅客機、ミサイ

ル、早いものほど時間と位置換算が大変

だ。三次元の空間軸と時間が不可欠な航

空機では、北極圏で独自の時間帯を創設

しているし、軍は「アルファ・タイムゾー

ン」「ブラボ・タイムゾン」「チャーリー・

タイムゾーン」といった独自の世界をつ

くっている。早い話が、パイロットやミ

サイル防衛兵士は、二つ時間帯で生きて

いる。昨年の札幌の「サマータイム参加

企業」の社員のようなものである。

　この二つの時間システムを結合して

いるのが通信網である。海軍は、艦艇の

現在位置、軍事用時間を常にフラッグス

タッフ等にある時間測定施設と通信で結

んでいる。もし「識別不明」の飛来物を

攻撃することを指示された場合、艦艇は

どのタイムゾーンの何時何分何秒に、ど

う対応するか、軍用の時間帯で一致して

いないと行動がとれない。

　民間の移動体ではどうか。インター

ネットでの契約や決済には、すでに時間

認証サービスがスタートしいる。「ニッ

ポン放送」株の時間外取引が問題化した

ように、電子取引の合否を判定する時間

認証は、ミサイル迎撃的正確さで「時間」

が問われてくる。

　アメリカでは、移動体に限らず、現地

点の正確な時刻確認は、官民何通りかの

方法が設定されている。

①デジタル時間モデム、1200bit 

　首都ワシントンから、

　262-762-1594（ＤＳＮ　762-1594） 

　コロラド・スプリングスから、　　

　719-567-6743（ＤＳＮ　560-6743）

②音声サービス

　首都から、202-76-1401

　コロラド・スプリングスから、　

　719-567-6742（ＤＳＮ　560-6742） 

③証券取引所におけるＯＡＴＳ（Order 

　Audit Trial System） のサービス

④ローカルタイム通知、ハードコピー

ロ ン グ ラ イ ン と

ニ ュ ー ビ ジ ネ ス

の 展 開………… 27
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サマー
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第１図．ハイテク・IT化で注目のシアトル中心部（筆者撮影）
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を中心に全米のコミュニティ地点の

「真太陽時」測定地点、1997年には

10,5,015 地点、1990年には152,713 地

点が測定され、市販された。サンディ

エゴのＡＣＳ研究所が実施している。

　アメリカの各標準時告知サービスが２

箇所から発信されることで、正確性が担

保されているわけだが、軍事的にみれば、

ペンタゴンと空軍大学の所在地だ。こと

にコロラド・スプリングスは、海抜1,800 

メートルの高地にあり、空軍基地、ハイ

テク産業の集積地だ。日本も標準時の電

波は福島県「おおたかどや山送信所」と、

佐賀県「はがね山送信所」の２箇所から

発信され、電話サービス（117番）、各放

送局の時報と連結している。

　日本と異なり、標準時が多数存在する

米国では、この時間管理、時間政策、時

間ビジネスと、通信のバックアップは想

像以上に大きなシステムである。なにし

ろ、ワシントン州の東隣のアイダホ州は、

州を真っ二つに分断するタイムゾーンが

ある。「パシフィック時間」と「マウン

テン時間」だ。それも1919年制定時の

標準時間子午線は、1970年改定では州

西部へ移動している。アイダホ州を横断

する州際高速道路No.2、N0.12で移動

する車は、途中で時計の針を直さねばな

らない。こういう道路は、全米で何百箇

所もあるから、米国人は生活の一部にし

ている。

　移動、時間、通信は、米国人の最も

得意とする生活スタイルで、だからこ

そ無線の通信手段が発達した。ワシン

トン州の南隣のオレゴン州も林を貫通

する道路網で知られる。その人里離れ

た高速道路は、ときに車や運転手に自然

の脅威を突きつける。特に豪雪や深いス

モッグだ。州道路局は、一般的な道路事

情は、局番なしの511番、冬季は電話だ

と503-986-3977、インターネットだと

Tripcheck.com で対応する（第２図）。

その他タイヤ交換、チェーン装着、ガス

欠、車両トラブル等、それぞれに専用無

線回線、インターネット対応が整備され

ている。そのシステムの一つに無線ＬＡ

Ｎの普及がある。無ＬＡＮ自体も多数の

スポットが設置者ごとに生まれ、乱戦気

味だ。

ハイテク・ＩＴ化著しいシアトル

　ワシントン州は日本への出入り口のひ

とつだ。また、テレコム、ハイテク、軍事、

もう一つ加えれば「シアトル・マリナー

ズ」の４つのテーマで、日本人の目が注

がれている。４つ目からいえば、いうま

でもなくイチロー、ハセガワを擁する地

元大リーグ・チームの活躍で、この観戦

のためだけのツアー客も多い（第３図）。

　軍事でいえば、日本国内の米軍基地

の再編成と直結している。日本からみる

と、米軍基地は、住民との関係だけでみ

られがちだが、日本にある基地は、すべ

てアメリカ国内に展開する各軍の出先で

ある。空軍・輸送機部隊、防空部隊、海軍・

コーストガード、海兵隊、陸軍・補給部

隊、通信部隊、その他すべて、は米国各

地に本拠地がある。ワシントン州内には

100 箇所近い基地や司令部があり、その

多くが日本やアジア各地に部隊を派遣し

ている。

　たとえばタコマには大きな陸軍基地が

あり、その主力が韓国にあるため、周辺

には米兵と結婚した韓国人妻など韓国人

が多く、コレアタウンをつくっている。

日本人がオクラホマやサンディエゴに多

いのは、空軍、海軍の本拠があるためだ。

　そのアメリカ軍、全世界的な再編（い

うまでもなく冷戦構造からテロなど局

地戦争への転換で）は、米国内の基地の

閉鎖、日本など海外基地の見直しであ

る。軍への依存の大きいアメリカの各州

は大問題。メーン州など多くの州が米軍

が大削減されるが、ワシントン州は逆に

増大する。極東を睨んでいる。師団クラ

スの司令部の日本への移動のニュースも

第3図．イチローの看板が掲げられたセーフコ球場このあたりは戦前、
　　　　日本町に隣接していた下町（筆者撮影）

第2図．
移動中のインターネット情報サービスのアイコン
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そのひとつだ。シアトルの東に広がるプ

シェット・サウンドの島々には、基地が

大半という所もある。それに、いうまで

もなくボーイング会社の主要工場群。

　それにハイテク。近年では、デジタ

ル・イメージの世界的なプロバイダー

「コルビス（Corbis) 社の人と本社のシ

アトルへの転入は、地元で話題になっ

た。全世界14箇所にある工場とコルビス

は、通信回線で結ばれている。興味深い

のは、ハイテク、テレコムの起業、転入企

業が、本拠のオフィスをシアトルのオール

ドタウンの歴史的建造物や、地区の再開

発ビルに構え始めたことだ。マイクロ

ソフト、Attachmate、Adobe、iStart

といったハイテク企業が、シアトル市内

外で押さえているプラントは数えきれな

い。目覚ましい雇用者増、地域経済貢

献となっているシアトルの開発の結果に

ついて、P．ソマーズらが４年前にまと

めた研究報告がある。それは、シアト

ル地域で1995年から３年間で、新雇用

が1.7 万人から9.9 万人に増加すること

を示した（第１表）。特にハイテク、IT

分野が著しい。州内を横断するウハウェ

イNo.90、No.405 に沿って走ると、巨

大な工場が目白押し、いっときのシリ

コンバレーを思わせる。シアトル地域の

労働力の6.3 ％がハイテク産業とも指摘

している。新規企業45 社のうちITが

22、ハイテク11、テレコム４社とされる。

それにバイオ、これもハイテクだ。

　私が昔、仲人をした日系アメリカ人

の女性は、全米屈指のアレルギー研究所

で働いていたし、その父親はパソコンを

駆使する高度医療技術の技術者だった。

IT、バイオ、ハイテクが互いに結びつ

いて発展している。そこは、また優秀な

人材をひきつけ、起業が跡を絶たない。

インド人、中国人、韓国人のすぐれた頭

脳が大挙、流入している。州内の新規

ソフトウェア産業2,500 社の90％が、

社員50人以下の小規模経営で、効率を

競っている。

　もっともマイクロソフトは別だ。シア

トルの東部郊外のレドモンドに巨大な工

場群を建設した（第４図）。同社が「マ

イクロソフト・キャンパス」と呼んでい

るように、研究棟の密集だ。近年、米国

企業は、ファクトリーとかプラントとか

呼ばないで、その集積地を大学のように

「キャンパス」という言い方をする。日

本でも、多摩、川崎、品川には、企業の

「キャンパス」と呼んでもいい場所が多い。

　マイクロソフトが、高学歴の社員18,500

人以上を投じているというから、後背地

の教育レベルは高く、地元のベルビュー

高校は全米屈指の進学校になっている。

それにテレコム環境の進展も見せない。

  シアトルはインテル社の言葉を使えば

「全米で無線ＬＡＮが最も整備されてい

る都市」（Most Unwired City)という

ことになる。この町で誕生した「スター

バックス」はCingular 系の通信企業の

「Ｔ-Mobil」と協力して、全米の店で無

線ＬＡＮに接続できる「ホットスポット・

サービス」を始めた。早い話が、ビジ

ネスマンがちょっとコーヒーを飲みなが

ら、パソコンを出して、Ｅメールをチェッ

クできる、という仕掛けだ。スターバッ

クスで始まったサービスは、次第にホテ

ル、モール等に広がっており、日本でも

次の「ニューサービス」になることは疑

いない（第5図）。

　シアトルでは、無線ＬＡＮサービスの

分野では、ＡＴＴ Local Services 社を

はじめ、ブロードバンド基地機器の「メ

タウェーブ」社、インターネット・プロ

バイダーの「ウォルフネット」社、端末

供給の「コムウェスト」社、それに全米

の台風の目、「Cingular」社が、入り乱

れて無線の世界に切り込んでいる。

　Cingular社、この新顔の無線通信

会社、ケータイで巨利を得て、古顔の

「ATT Wireless」を飲み込んでしまっ

た。2004 年 春、ATT Wireless を、

Cingular の子会社化してしまったのだ。

この結果、Cingular 社は全米一のケー

スターバックス全店に
無線ＬＡＮスポット

第4図．マイクロソト社が「キャンパス」と呼ぶ「工場・研究所」群
　　　　　（同社・インターネットから）

第１表．シアトル地域のハイテク、ITの雇用増（出典：Ｐ．ソマーズの報告書）

　　Seattle

1995   1998

　　ReGion

1995   1998

Biotech

Electronic/Computers/Instrument

Software/Services/Internet

Telecommunications

Total　　　　　　　　　　　　　　

 4,000 　6,000 　　9,000 　　11,000  

 2,000 2,000 18,000 24,000 

 5,000 9,000 29,000 46,000 

 5,000 5,000 　14,000 16,000 　

 17,000 23,000 72,000 　　99,000 
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タイ、デジタル音声、データ網会社になっ

た。その加入者は、実に5,000万世帯、

ケータイ、無線ＬＡＮ、データ搬送のあ

らゆるサービス分野を席巻している。そ

の株はSBC Wireless 部門60％、Bell 

South が 40％を占める。Bell South

は、かつてはATTの子会社が規制緩和、

ATT分割で再編されたもの。ＡＴＴの

かつての子会社が、ATTの成長部門を

買収したことになる。

　Cingular社は、全米45の州とプェ

ルトリコを押さえ、文句なしのケータ

イIT会社になったが、それにはATT 

Wireless のような同業他社の買収、吸

収、合併が急転回でなされた。このた

め、ＣＷＡ（米・全電通労組）の拠点支

部なども、合わせて飲み込んだ。ＣＷＡ

のチェックを受ける中で、Cingular 社

は「マイノリティへの支援」、「雇用の機

会均等」等を社是として、エンドユーザー

に対応している。

　全米にユーザーを広げた結果、アトラ

ンタ、ダラス、シアトルに本社制を施き、

シアトルのハイテクの中心、レッドモン

ドに本社を定めている。興味深いのは、

シアトル・レッドモンド本社のコールセ

ンターの分布は、西海岸とは限らないこ

とだ。メンフィス（テネシー州）、オー

スチン（テキサス）、ボーセル（ワシント

ン）、ミリラーニ（ハワイ）と分散してい

るのである。逆にアトランタ本社の方は、

オーランド（フロリダ）、ラントール（イ

リノイ）、アナハイム・ヒルズ（カリフォ

ルニア）と、全米に分散している。ダラ

ス本社の方も同様である。3「本社」そ

れぞれが、全米にコールセンターをもつ。

　これはなぜだろう。

　これこそ実は、複数時間帯の風土と、

サマータイム制度を有効に使ったビジネ

ススタイルなのである。３本社制は、バッ

クアップ・オフィスというテロや自然災

害対策のためだけではない。いずれも１

～２時間の差のタイムゾーンを考えての

ロケーションである。コールセンターに

いたっては、プェルトリコからハワイや

米領サモア諸島まで、７～８時間の時差

を利用している。アメリカ人は、１日

24時間を、30時間にも、31時間にも使っ

ている。

　日本でも太陽の陽光をうまく使うため

に、沖縄に政策的にコールセンターを集

めた。これはタイムゾーンを考える場合、

一歩前進である。この機会に北海道をサ

マータイムにまとめ、そこにコールセン

ターを設ければ、日本は１日25時間体

制になる。いずれ、多くの企業が、１時

間の時差のある中国の上海、広州、天津

等、日本語能力のある中国人の多い地域

にコールセンターを持つだろう。賃金

だけでなく、時間差が重要なサービスに

なってくる。

　私はこれまでに、「日本に二つの標準

時を」という主張で、学会発表や著作

の刊行を行ってきたが、シアトルでの

Cingular社の研究で、さらに強く我が

意を得たのである。　　（たむら・のりお）

第5図．
Cingular社の
ノート型パソコンの
無線LAN接続可能エリア
（出典：同社資料）
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